
令和 3 年度 在宅医療・介護連携推進事業 

 

在宅医療講演会 
「在宅医療を知ろう！～これからの未来を安心して生きるために～」 

に関するアンケート集計結果 
 

 

日時：令和４年３月１４日（月）１４：００～１５：００ 

場所：忠岡町役場 南館 2階 ふれあいホール 

講師：大山クリニック院長 大山雄一先生 

講演参加者 32名 

アンケート回収 32（100％） 

 

 
【ご職業】 

 

 

 

 

 

職種；医師、デイサービス看護師、 

家事、ケアマネ 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

住民 20 

事業所 7 

未回答 5 

男性 5 

女性 26 

未回答 1 

62%22%

16%

住民 事業所 未回答

16%

81%

3%

男性 女性 未回答
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【年齢】   

                             

20代 1 

30代 0 

40代 1 

50代 4 

60代 8 

70代 12 

80代 5 

90代 1 

未回答 0 

 

 

 

 

 

【今回の講演会をどこで知りましたか？】（複数選択可） 

           

口コミ 3 

広報誌 23 

チラシ 1 

インターネット 0 

その他 5 

未回答 1 

その他：FAX、メール 

 

 

 

 

 

 

 

 

【講演会に参加した理由を教えてください】（複数選択可） 

       

内容に興味があった 17 

仕事に活かすため 8 

知人に誘われたから 3 

自分自身のため 18 

家族のため 9 

その他 1 

未回答 0 
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【今回の講演会について、あてはまるものを一つお選びください】  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【もしご自身やご家族に在宅医療が必要となった際には、利用したいと思いますか？】   

 

はい 26 

いいえ 3 

未回答 3 

 

 

 

 

（理由） 

＜「はい」と回答＞ 

家族と残された時間を大切にしたいから。 

一人生活ですので世話する人がいません。 

家族やペットと一緒に最期まで過ごせる。自分の意志が尊重される。 

難病の母がいて在宅で最期を迎えさせてあげたいと思っていますが、先のことを考えると、病状

や治療のことで不安がありましたが、今日の講演会を受けて不安が少し軽くなり先の事を悩むよ

り、今居心地良くしてあげることを考えようと思いました。 

動けなくなったら困るから。 

一人暮らしで出来る間は利用したいと思います。最後は入院をしたいと思います。 

その時の症状や家庭状況によりますが、本人が希望すれば利用するかもしれません。 

訪問看護師さんや主治医の先生にいつでも相談ができる安心感がある。 

ある程度家で過ごしたい。最期は未定。家族に残るから。 

できれば在宅での看取りを希望。 

勉強になるから。 

自分が在宅医療したいです。 

子どもがいないのでペットのことも心配。つれ合いの相談にも答えられる。 

私も在宅で過ごしたい。 

自由に過ごす。アルコールが飲める。 

住み慣れた家で最期まで。 

 

＜「いいえ」と回答＞ 

住宅事情による。 

やはり病院で死ぬしかないと思いました。家族の意向等を考えると尋ねることが恐ろしい。自分

で病院へ行く選択をすべきだと思いました。 

非常に良かった 8 

良かった 17 

普通 4 

あまり良くなかった 0 

良くなかった 0 

未回答 3 

25%

53%

13%

9%

非常に良かった 良かった

普通 あまり良くなかった

良くなかった 未回答

81%

10%
9%

はい いいえ 未回答
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＜未回答＞ 

病気の進行具合によって判断したい為。 

家族が在宅医療中。大変です。今レスパイト入院中。夜中も寝てくれなかったため。このまま入院

か戻ってきてほしいか半々な気持ちです。 

 

【自分や家族が自宅で療養するにあたり、どんな支援や情報があればいいと思いますか？】 

 

老後は確実に存在するものであり、どこで療養するのかを自分で自由に選択できるのであってほ

しいと思います。その時の自分の状況により支えられる介護ではなく自分が選択したいので幅広

い情報が欲しいです。 

ヘルパー：福祉用具・住改、訪問看護：看取りについての勉強会、訪問診療：自宅療養についての

事例。 

緊急対応してくれるショートステイや入院先。 

医師・訪問看護・ケアマネの情報。誰を選ぶか迷う。 

家で過ごしたいが、家族の介護は理解が必要である。 

まずは近くのクリニックの先生に相談したい。 

地域で利用できる Drやサービスの情報。 

例えばサービス開始前により詳しく、訪問看護師が説明に来てくれ相談し、その後導入するかを

決められる等。 

隠さず話や相談がしたい。できる様にしたい。 

自宅療養する上で必要なものや気を付けた方がいいことなど、基本的な情報をまずは欲しいと思

います。 

在宅看護する人の支援がほしい。（休ませてあげる、家事をしてあげる、買い物などをしてくれる） 

その時の病状に合ったケアに関する情報。利用できるサービスについて。 

介護する側の負担であったり、どのような事が今後起こるのか。在宅医療と緩和ケア、ホスピス

等の具体的な情報。どのような事が行えるのか。 

ケアマネの情報。 

在宅チームの役割など。 

在宅医療となれば家族の協力が大きいと思いますので状況が変わればまた考えます。 

家族がみていただく時往診はして頂けますか。是非お願いいたします。 

 

 

【今後どんなテーマの講演会に参加したいですか？】（複数選択可）   

 

人生会議（ACP） 9 

介護保険制度について 10 

フレイル・介護予防 6 

認知症 12 

在宅医療 9 

その他 0 

未回答 4 

 

 

 

 

 

 

0

4

6

10

9

9

12

その他

未回答

フレイ…

介護保…

在宅医療

人生会…

認知症



令和 3 年度 在宅医療・介護連携推進事業 

 

【今回の講演会のご感想などがあればご自由にお書きください】 

 

本人の意思と家族の意思が違う場合、大変難しいと思いました。 

地域で利用できるサービスが身近に感じられ良かった。普段話をすることのない医師の講演で地

域へのハードルがぐっと下がった感じがしました。 

在宅医療について現場ではどのような取り組みをされているのか、もう少し具体的な話がほしか

った。 

なんとなくわかっていましたが、順序だってわかったのがよかったです。 

数値を用いて示してもらえたので現状が分かりやすかったです。 

まずは近くのクリニックに先生に相談したい。 

質問の時、マイクを回してほしかった。 

Drの例をもっと聞いてみたい。かかわりから最期までどんな風であったか。 

もう少し内容がほしかった。事例紹介など。 

今日はありがとうございました。 

多職種連携・ケアチーム間の必要、人生会議など家族間での話し合い。 

ありがとうございました。 

有意義なお話聞かせて頂き有難うございました。在宅の 10のメリット頭に入れておきます。 

 

以上 


